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PRESS RELEASE 

JICA理事長が秋田県知事を表敬訪問 

 

「信頼で世界をつなぐ」をビジョンに掲げ、日本の政府開発援助（ODA）実施機

関として開発途上国への国際協力を行っている独立行政法人国際協力機構

（JICA）理事長田中明彦が、以下の日程で秋田県知事を表敬訪問します。 

 

日時：7月 2日（火）16：30～ 

場所：秋田県庁本庁舎 3階第一応接室 

 

今次の秋田県訪問は秋田大学と JICAとの間での資源分野等における連携協定の

署名を目的としたものですが、来年 60周年を迎える JICA海外協力隊（これまで

全国から 5万 5千人以上が派遣され、秋田県からは 450名以上派遣され、現在も 7

名の隊員を派遣中）の派遣前実習として五城目町で実施している「JICA海外協力

隊グローカルプログラム」、また地域創生や多文化共生といった日本国内の課題

と、途上国開発の双方に貢献する事業展開や人材育成を進めている JICAの現状等

について知事と意見交換させていただく予定です。 

 

 

取材をご希望の方は、以下まで事前にご連絡ください。 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA東北 担当：藤原、小林 

TEL 022-223-4772 e-mail：jicathic-jv@jica.go.jp 

  



【参考】 

「JICA海外協力隊グローカルプログラム」とは？ 
 

➢ 開発途上国に派遣される予定の JICA海外協力隊候補生が五城目町におい

て、地域活性化や地方創生の取組みを学ぶ約 75日間の実習を行うもの。こ

れまで今回の 4名も含め、6名の実習生が参加している。 

➢ 五城目町での実習を通じて、自治体や地域の関係団体・企業等が取り組む

地域活性化の挑戦や取組みを知り、海外での協力活動における有益な実務

経験や知見を得ることを目的としている。 

➢ JICA海外協力隊として派遣された「グローバル」な人材が、日本の地域で

の実習を通じた地域の方々との繋がりを活かしながら海外で活動を展開

し、海外活動終了後には「ローカル」で力を発揮し日本の地域で貢献す

る、「日本から海外へ、海外から日本の地域へ」という人の流れを促す

JICA海外協力隊の社会還元活動をより強化する試みである。 

 

※JICA海外協力隊は、開発途上国に派遣され、現地の人々とともに途上国の課題

解決に取り組みます。任期は原則 2 年間で、これまで世界 99 カ国に 5 万 5 千

人以上の隊員を幅広い活動分野で派遣してきました。 

 

以 上 


